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今回は、広報紙に対するご意見をいくつかご紹介し
ます。

●分からないカタカナ用語がたくさんあって、困っ
　ています。できましたら日本語で書いてください。
　（広報係から）
　広報させぼでは、分かりにくい行政用語やカタカ
ナ用語は、できるだけ使わないように心掛けていま
すが、カタカナ用語の方が意味が通じやすい場合や
催し物などの名称に使われている場合など、記事の
内容によっては避け難い場合があります。
　やむを得ず使用したカタカナ用語が、分かりにく
い場合は注釈を入れるようにしています。ただし、
すべてのカタカナ用語に注釈を入れることは、紙面
の都合上できませんので、できるだけ分かりやすい
文章表現に努めたいと思います。

●「くらしと情報」から後のページは、同じサイズ
　の文字が2色で交互に並んでいて文字が多く、読
　みたくなくなります。
　（広報係から）
　広報させぼは、市役所各部署からの掲載依頼の原
稿などを基に編集しています。　「くらしと情報」や
「健康と福祉」のページは、掲載依頼原稿の中から
少しでも多くの記事を載せようとするため、文字が
多く単調なレイアウト（割り付け）となってしまい、
他のページと比べると読みづらい印象を与えるのか

もしれません。ご意見は、今後の紙面見直しの参考
とさせていただきます。

●広報させぼと同時に配布される市の配布物が多い
　ため、バラバラになったときに分からなくなりま
　す。広報させぼだけでも、ホチキスで留めてくだ
　さい。
　（広報係から）
　市では、市政情報をできるだけ広報させぼにまと
めたいと考えていますが、限られた紙面では、すべ
ての記事をより詳しく載せることは難しいため、各
担当部署が独自に作る配布物（市議会だより、環境
情報紙エコプレスなど）を広報させぼと同時に配布
しています。
　広報させぼをホチキスなどで留めると、今よりも
印刷費が高くなり、発行部数が多いため印刷製本の
期間が長くなって、皆さんへの配布が遅くなります。
ご不便をお掛けしますが、今のところホチキス留め
の予定はありません。今後の課題とさせていただき
ます。

●いろいろな質問、意見を幅広く載せてください。
　（広報係から）
　市民の広場には、毎月たくさんの人からクイズの
応募やご意見などをいただいています。いただいた
ご意見は係員全員で読んでおり、回答が必要なもの
については、すべて回答するようにしています。し
かし、ご意見によっては検討が必要なものもあり、

多少時間がかかってしまう場合も
あります。また、匿名によるご意
見には回答はできません。
　紙面の都合上、すべてのご意見
を掲載することはできませんが、
できるだけ多くのご意見などを掲
載するよう努めていきます。

広報紙に対するご感想や日ご
ろ感じていることなど、お便り
をお寄せください。
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　問題の○中に文字を入れてください。答えのヒン
トは、紙面の中にあります。
　全問正解者の中から抽選で、毎月5人に図書券を
プレゼントします。紙面の都合上、発表は発送を
もって代えさせていただきます。

問題①　第一次世界大戦の勝利を祝って建てられた
　　　　旧凱旋記念館は、現在の○○○○ホールで
　　　　す。

問題②　展海峰では、毎年10月中旬にかけて約
　　　　○○万本のコスモスが見ごろとなります。

問題③　長崎ゆめ総体では、九州文化学園高校バレ
　　　　ーボール部と佐世保西高校男子○○○○○
　　　　○部が優勝しました。　　　

※前回の答えは、①グリーン　②208　③京都でし
　た。たくさんのご応募ありがとうございました。

はがきに答えと住所、氏名、年
齢、電話番号、広報紙へのご意見
を書いて、10月23日必着でど
うぞ。

　直訳すると「家庭内暴力」ですが、特に、夫婦や
恋人など親密な関係にある異性からの暴力（身体的、
精神的、経済的、社会的、性的なものを含む）を表
す用語で、子から両親への暴力や、両親から子への
虐待とは区別されます。
　D・Vの被害者の多くは、女性です。この背景には、
社会的に作られてきた男女のあり方が、深くかか
わっていると考えられています。
　例えば、「男は強く、女は従順に」「男は外で働き、
女は家庭を守る」という考えから、夫婦の関係が、

妻は夫の世話を期待され、夫は家族に対する責任を
負わされるというものになってしまい、男性がスト
レス（精神的な苦痛）を感じたとき、女性に暴力を
振るうようになる事例があります。
　平成11年、総理府（現内閣府）が実施した調査で
は、女性の約20人に1人の割合で、夫から命の危険
を感じるほどの暴力を受けたことがあると答えてい
ます。
　平成13年10月には、「配偶者からの暴力の防止及
び被害者の保護に関する法律」（D・V防止法）が施
行されました。
　これまでは、夫婦や恋人同士の問題として、暴力
を受けても我慢を強いられ、表面化しない事例も
あったと考えられますが、これからはD・Vは犯罪と
いう認識を社会に根付かせていく必要があります。
●D・Vに関するお尋ね、ご相談
　市男女共同参画推進センター・スピカ
　女性相談専用�24‐6180（水曜と祝日を除く毎日、
　9時～16時）

行政用語やカタカナ用語で、
「耳にはするけど、よくわから
ない」というものがあれば、お寄
せください。

D・V（ドメスティック・バイオレンス）
とは？

下記のコーナーもご応募をお待ちしています。

懐かしい佐世保の写真とそれにまつわるお
話をお寄せください。住所、氏名、電話番号を
書き、「思い出の一枚」担当あてと明記してく
ださい。採用分には図書券を差し上げます。
お借りした写真は、郵送でお返しします。

市政に対する建設的なご意見
を、書面でお寄せください。住
所、氏名、年齢、電話番号を書き、
「ご意見有用」担当あてと明記し
てください。採用分には図書券
を差し上げます。


